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１．事業者および事業活動の概要 

 

 (１)事業者名 

   東 京 硝 子 株 式 会 社 

  

 (２)代表者 

   代表取締役社長 中村 年男 

  

 (３)所在地 

   本  社：〒102-0082 東京都千代田区一番町６番地６ 

              東硝ハイツ地下 1～4F まで使用。 

 

 (４)認証登録の対象範囲 

  全事業、事業所及び従業員を対象とする。 

 

 (５)環境管理責任者・担当者氏名および連絡先 

   環境管理責任者：田村 章 

   環境管理担当者：藤本 政章 

   連絡先：TEL 03(3234)2701(代表) 

         ：FAX 03(3234)3370 

              URL http://www.tokyo-glass.co.jp 

 

 (６)事業内容 

   硝子瓶および一般容器の販売ならびにこれらの輸出入 

  

 (７)事業規模 

   資 本 金：１１０百万円 

   総従業員数：４５人 

   （正規従業員３８人，派遣社員 1 人，ビル管理人等６人） 

   床 面 積：1,462.53 ㎡ 

 

 

http://www.tokyo-glass.co.jp/
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２．環境経営方針 

環 境 経 営 方 針 

 

基本理念 

 

 包装資材の総合商社として、種々の硝子を始めとする各種素材の製品の供給を通じて社

会に貢献することを目指す当社は、環境保全に役立つ経営が重要課題と認識し、環境に優

しい事業活動を行なうために、以下の行動指針を定め、全部門一丸となって継続的に実行

ならびに改善を行ないます。 

 

 

環境経営への行動指針 

 

 １．環境関連法規制を遵守し、自主活動による環境の維持向上を図ります。 

 ２．環境経営目標を定めて事業活動での取り組みを実行し、定期的な目標の見直し、 

   継続的な改善に努めます。 

 ３．事業活動において具体的な取り組みとして次のことを推進します。 

   （１）電気，都市ガス，燃料などのエネルギーの削減に取り組みます 

   （２）各種用紙の有効利用などの資源の削減に取り組みます 

   （３）各種廃棄物の削減に取り組みます 

   （４）水使用量の抑制と適正使用により排水量の削減に取り組みます 

   （５）環境に配慮した製品の購入を推進します 

 ４．製品の供給に関し、安定供給を第一とした上で、持続可能かつ環境負荷の低減に 

   繋がる活動を積極的に推進していきます。 

 ５．全従業員にこの環境方針を周知徹底します。 

 ６．環境経営レポートを公表し、環境コミュニケーションに積極的に取り組みます。 

 

2007年  9月 1日 制定 

2011年  2月 1日 改定 

2012年 12月 1日 改定 

2018年  6月 1日 改定 

 

東 京 硝 子 株 式 会 社 

代 表 取 締 役 社 長 

中 村 年 男 
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３．実施体制 

 

ア）体制図 

 

   最高責任者（社長）    

         

   環境管理責任者（本部長）    

    田村    

      
事務局（総務部） 

      

        

      
環境管理担当者 

      

       藤本 

        

        

廃棄物削減グループ  省エネ推進グループ  法令順守実行グループ 

 田中   佐々木     

ビル管理人  本社フロア担当  総務部 

 露木  １階，駐車場    鈴木 

   購買部 金澤    

   ２階     

   営業部 佐々木    

   ３階     

   総務部 鈴木    

   ４階～マンション共用部分    

   ビル管理人 露木    

        

２０２３年 １月３１日 
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イ）役割，責任及び権限 

  ①最高責任者【代表取締役社長 中村年男】 

    ア）環境経営に関する統括責任 

    イ）環境経営システムの実施、及び管理に必要な人，設備，費用，時間，技能技術者の準備 

    ウ）環境管理責任者の任命 

    エ）環境経営方針の策定、見直し及び全従業員への周知 

    オ）環境経営目標設定の承認 

    カ）代表者による全体の評価と見直しの実施 

    キ）環境経営レポートの承認 

    ク）経営における課題とチャンスの明確化 

 

②環境管理責任者【田村 章】 

    ア）環境経営システムの構築，実施，管理 

    イ）環境関連法令等確認表の承認 

    ウ）環境経営計画の承認 

    エ）環境経営計画の取組結果の代表者への報告 

    オ）環境経営レポートの確認及び地域事務局への送付 

 

③事務局 

    ア）エコアクション２１の推進及び環境管理責任者の補佐 

    イ）環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施 

    ウ）環境経営目標及び環境経営計画原案の作成 

    エ）環境経営計画の実績集計 

    オ）環境関連の外部コミュニケーションの窓口 

    カ）環境経営レポートの作成 

 

④各グループ長 

    ア）自グループにおける環境経営システムの実施 

    イ）自グループに関わる従業員に対する教育訓練の実施 

    ウ）自グループに関連する環境経営目標及び環境経営計画の実施並びに達成状況の報告 

    エ）自グループの問題点の発見，是正，予防処置 

 

⑤従業員 

    ア）環境経営目標及び環境経営計画に従い、活動を行なう 
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４．環境経営目標および実績、並びに環境経営計画とその評価 

 

 弊社の事業活動における環境負荷を「環境への負荷の自己チェック」で把握し、環境経営目標および

環境経営計画を設定しました。 

 詳細は下記の通りです。 

 

ア）主要な環境経営計画の内容 

 

環境経営目標 主要な環境経営計画 

1．電力使用量の削減 

 ①冷房：２８℃，暖房：２２℃の維持 

 ②クールビズ／ウォームビズの導入 

 ③窓ブラインド積極利用の推奨 

 ④休憩時間の消灯 

 ⑤１階食堂の常時消灯 

 ⑥重荷物運搬時以外のエレベータの使用自粛 

 ⑦離席時のコンピュータ電源切断 

 ⑧利用時以外の４階照明および空調機切断 

 ⑨最終退社社員の照明および空調機切断 

 ⑩残業および休日出勤の制限 

２．都市ガス使用量の削減  ①給湯等適正利用の推進 

３．燃料使用量の効率化 

 ①エコドライブの指導 

 ②社用車買換え時に低燃費の車種を優先 

 ③取引先訪問の効率化 

４．水使用量の削減  ①洗面所の水量調整 

５．廃棄物量の削減 

 ①プリンタの適正利用の推進 

 ②ミスコピーの防止 

 ③両面コピーの推奨 

 ④シュレッダーの適正使用 

 ⑤廃棄用紙ボックスの設置 

 ⑥印刷時における裏紙利用の推進 

６．グリーン購入の推進  ①事務用品等のグリーン商品への切り替え 

７．品質クレームの削減  ①クレーム発生後の仕入先へのフォローアップの徹底 
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イ） 実 績 

 

 

2021年度実績 2022年度目標 2022年度実績 

達 成 
'21.2～'22.1 

'22.2～'23.1 

2021年度 基準 
(同左) 

1．電力使用量の削減  
89,584 

-0.3％ 

89,320 

15.3％ 

103,299 
× 

   電力使用量（kWh） 

２．都市ガス使用量の削減 
34.77 

-0.3％ 

34.67 

9.4％ 

38.05 
× 

   都市ガス使用量（㎥） 

３．燃料使用量の効率化  
4,564.49 

±0％ 

4,564.49 

6.2％ 

5,153.24 
× 

   ガソリン使用量（ℓ） 

【ＣＯ２排出量】 ※ 
52,052.53 

-3.5％ 

50,233.48 

15.1％ 

57,799.16 
× 

（kg-CO2） 

４．水使用量の削減  
357.03 

-0.3％ 

355.96 

5.6％ 

376.87 
× 

   水道水使用量（㎥） 

５．廃棄物量の削減  
10,525 

-0.5％ 

10,472 

-6.8％ 

9,805 
○ 

   廃棄物量（ℓ） 

６．グリーン購入の推進 
86.0％ 86.5％ 85.1％ × 

     グリーン購入金額割合（％） 

７．品質クレームの削減 
33件 32件 47件 × 

  クレーム件数（件） 

 

   ※東京電力（2020年度実績）の調整後排出係数(0.443kg-CO2/kWh)を使用 
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ウ）環境経営計画の取組結果の評価 

 

環境経営目標 環境経営計画の評価 

１．電力使用量の削減 ①在宅勤務・短縮勤務が縮小され社内活動が活発化した。 

２．都市ガス使用量の削減 
①新型コロナウイルスの流行に伴う手洗いなど衛生意識の向上によ

り使用頻度が増えた。 

３．燃料使用量の効率化 ①取引先への訪問活動の増加により社用車の使用が増えた。 

４．水使用量の削減 
①新型コロナウイルスの流行に伴う手洗いなど衛生意識の向上によ

り使用頻度が増えた。 

５．廃棄物量の削減 
目標達成 

①今後も分別など社員への意識付けを継続していく。 

６．グリーン購入の推進 
①数十年に一度しか購入しない割印帳やパッチシールの購入などが

重なり目標に及ばなかった。 

７．品質クレームの削減 

①得意先の要求品質の向上による監査基準の厳格化により大幅に増

加した。 

②活動内容の変更をする。 
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エ） 長 期 環 境 経 営 目 標 

 

 

2022年度 

実績 

2023年度 

目標 

2024年度 

目標 

2025年度 

目標 

'22.2～'23.1 
'22.2～'23.1 

'22年度基準 

'23.2～'24.1 

同 左 

'24.2～'25.1 

同 左 

1．電力使用量の削減  
103,299 

±0％ 

103,299 

±0％ 

103,299 

±0％ 

103,299   電力使用量（kWh） 

２．都市ガス使用量の削減 
38.05 

±0％ 

38.05 

±0％ 

38.05 

±0％ 

38.05   都市ガス使用量（㎥） 

３．燃料使用量の効率化  
5,153.24 

±0％ 

5,153.24 

±0％ 

5,153.24 

±0％ 

5,153.24   ガソリン使用量（ℓ） 

【ＣＯ２排出量】(kg-CO2)  ※１ 57,799.16 
±0％ 

57,799.16 

±0％ 

57,799.16 

±0％ 

57,799.16 

４．水使用量の削減  
376.87 

±0％ 

376.87 

±0％ 

376.87 

±0％ 

376.87   水道水使用量（㎥） 

５．廃棄物量の削減  
9,805 

±0％ 

9,805 

±0％ 

9,805 

±0％ 

9,805   廃棄物量（ℓ） 

６．グリーン購入の推進 

85.1％ 85.1％ 85.1％ 85.1％   グリーン購入金額割合（％） 

※２ 

７．社内環境改善の推進     ※３ - - - - 

 

  ※１ 2023～2025年度は東京電力（2020年度実績）の調整後排出係数(0.443kg-CO2/kWh)を使用 

 

※２ グリーン購入割合金額 ＝ 
グリーン商品購入金額 

×１００ 
文房具・コピー用紙の購入金額 

 

  ※３ 数値目標ではなく、社内環境の整備などの意見を考えた者が事務局に提案する。 
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５．環境関連法規への違反、および訴訟等の有無 

 

 弊社に適用される主な環境関連法規は以下の通りであり、調査の結果これらの法規への違反はありま

せんでした。 

 また関係当局からの違反等の指摘は、少なくとも過去３年間ありませんでした。 

 

種 類 名  称 要 求 事 項 適用状況 

法 律 

容器包装リサイクル法 特定容器利用事業者の再商品化義務 該当せず 

フロン排出抑制法 フロン類使用空調機の定期点検等 適正 

消防法 

危険物(指定数量以上)の貯蔵の際の届出義務 該当せず 

消防用設備等の点検および報告義務 適正 

政 令 建築基準法施行令 非常用照明設備の設置 適正 

東京都

条例 
環境確保条例 

エコドライブの義務 適正 

アイドリングストップの義務付け 適正 

千代田

区条例 

一般廃棄物の処理および

再利用に関する条例 

事業系廃棄物の減量努力および適正処理 適正 

事業系一般廃棄物排出時の有料ごみ処理券添付 適正 

事業系一般廃棄物の保管場所の設置 適正 
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６．代表者による全体評価と見直し・指示の結果 

開催期日  ２０２３年２月２４日 午前１０：００～１２：００ 

開催場所  本社会議室 

出 席 者  中村社長，田村本部長，各グループ責任者および事務局 

報告及び次年度環境経営計画への指示事項 

①電力使用量は、目標を達成することができなかった。新型コロナウイルス対策の窓開けや経済活

動が漸次正常化に向かい在宅・短縮勤務が縮小されたことで在社人数が増加し空調の稼働が増え

たことなどが原因と想定される。ウイルスや気象状況に大きく左右される項目ではあるが、今後

もこれまでの活動を継続ならびに強化していくことが重要である。 

②ガス使用量は、目標を達成することができなかった。新型コロナウイルスの新規感染者数が 8月

に激増したことによる社員の感染予防の高まりから手洗いでの給湯が増加の原因であると考え

られる。そうした状況下でも社員の節約意識を高めるなど、今後も引き続き活動を推進および強

化していく。 

③ガソリン使用量は、前年以上に取引先への訪問活動の増加により社用車の使用回数が増えたこと

により、目標に及ばなかった。新型コロナウイルスによる社会的制約の解除により社用車の使用

の活発化が想定されるが、さらなる取引先への訪問の効率化への呼び掛けやエコ運転の啓発など

より積極的に活動を継続していくことが重要である。 

④水道水使用量は、目標に及ばなかった。昨年に引き続き新型コロナウイルス流行に伴う手洗いの

増加、在宅・短縮勤務が縮小されたことに伴い、社員の在社時間が増えトイレなどでの水利用が

増えたことが原因と考えられる。新型コロナウイルスによる社会的制約の解除により水道の利用

が増加することが予想されるが、社員への節水意識を向上させることが重要である。 

⑤廃棄物量は、分別意識の徹底などにより、目標を達成することができた。今後も活動を継続して

いく。 

⑥グリーン購入割合は、数十年に 1度の割印帳の購入などが重なったことでわずかながら目標に及

ばなかった。全てをグリーン購入への変更は不可能であることから今後は購入率 85%を維持でき

るように適切な購入を続けることとする。 

⑦クレーム件数の削減は、目標を達成することができなかった。得意先からの要求水準の向上や監

査の厳格化が進んだことが原因と考えられる。クレーム件数の削減には引き続き取り組んでいく

が、来年度は社内環境改善の推進をテーマとして、数値に捉われず各自の提案を検討していく。 

  ⑧新型コロナウイルスでの社会的規制の撤廃による経済活動の正常化が見込まれ、当社としての活

動も本格化することから今後は削減目標ではなく維持目標を掲げることとする。 
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７．次年度の取組 

 

環境経営目標 主要な環境経営計画 備 考 

1．電力使用量の削減 

 ①冷房：２８℃，暖房：２２℃の維持 

今年度の活動を継

続・強化していく 

 ②クールビズ／ウォームビズの導入 

 ③窓ブラインド積極利用の推奨 

 ④休憩時間の消灯 

 ⑤１階食堂の常時消灯 

 ⑥重荷物運搬時以外のエレベータの使用自粛 

 ⑦離席時のコンピュータ電源切断 

 ⑧利用時以外の４階照明および空調機切断 

 ⑨最終退社社員の照明および空調機切断 

 ⑩残業および休日出勤の制限 

２．都市ガス使用量の削減  ①給湯等適正利用の推進 
今年度の活動を継

続・強化していく 

３．燃料使用量の効率化 

 ①エコドライブの指導 
今年度の活動を継

続・強化していく 
 ②社用車買換え時に低燃費の車種を優先 

 ③取引先訪問の効率化 

４．水使用量の削減  ①洗面所の水量調整 
社員への啓蒙活動

を強化していく 

５．廃棄物量の削減 

 ①プリンタの適正利用の推進 

今年度の活動を継

続・強化していくと

共に、ペーパーレス

化を推進する 

 ②ミスコピーの防止 

 ③両面コピーの推奨 

 ④シュレッダーの適正使用 

 ⑤廃棄用紙ボックスの設置 

 ⑥印刷時における裏紙利用の推進 

６．グリーン購入の推進  ①事務用品等のグリーン商品への切り替え 
今年度の活動を強

化していく 

７．社内環境改善の推進   ①社内環境の改善に向けて各自が考え提案する 
今年度の活動を強

化していく 

                                                    


